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１ ボランティア専用ごみ袋交付制度 

市では、平成14年度から、「ごみ飛散のないきれいなまち・柳井」を目指し、市内の環境美化活

動を行う個人や団体にボランティア専用ごみ袋を交付しています。この専用ごみ袋を使って集めら

れたポイ捨てごみ等は、市が回収しており、市民、事業者、行政が協働して美しいまちづくりを推

進しています。 

令和６年度末現在の登録ボランティアは、68個人、90団体で、市が交付したボランティア専用ご

み袋の実績は第６－１表のとおりです。 

 

第６－１表 ボランティア専用ごみ袋交付実績                         （単位：袋） 

 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

合  計 4,273 4,438 5,216 4,057 3,208 

 
可燃ごみ 3,532 3,510 4,290 3,668 2,716 

不燃ごみ 741 928 926 389 492 

 

２ 環境パートナーシップ 

地域社会を構成する住民、民間団体、企業、行政が連携・協力して環境改善・環境創造に取り組

むための組織として、平成12年度に当市内５団体を含む柳井・大島地域の環境保全活動団体からな

る「柳井・大島地域環境パートナーシップ会議」が設立されました。また、同年度に市においても

同会議に加盟している市内５団体と市内10の賛助団体による「柳井市環境パートナーシップ」を設

立しました。 

令和６年度の「柳井市環境パートナーシップ」の活動として、市と柳井市快適環境づくり推進協

議会が６月２日（日）にＪＲ柳井駅、大畠出張所周辺をはじめ市内各地で開催した「柳井市をきれ

いにする実践活動の日（「小さな親切」運動柳井支部「日本列島クリーン大作戦」と共催）」に参

加協力しました。 

 

３ 地球温暖化防止 

市では、地球温暖化が原因で引き起こされる気候変動に対し、温室効果ガスの排出量を減らす

「緩和」と、気候変動の影響による被害を回避・軽減させ、又は気候の変化を利用する「適応」の

両面からの取組を行っています。 

令和６年度に市が行った地球温暖化対策の取組は第６－２表のとおりです。 

 

第６－２表 地球温暖化対策事業（令和６年度） 

名称 事業内容 件数 

柳井市断熱リフォー

ム補助金 
断熱リフォーム工事費の一部を補助 64件 

柳井市宅配ボックス

設置促進補助金 
宅配ボックス購入費の一部を補助 61件 
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EV（電気自動車）充

電器の設置 
公共施設を中心に次世代自動車用の充電設備を整備 

５地点 

（12基） 

みんなで育てよう！

緑のカーテン 
ゴーヤとシカクマメの苗（600苗）を配布 150人 

環境出前講座 「親子で学ぶ！エネルギーの創・蓄・省と工作教室」 36人 

啓発イベント事業 柳井まつり出展「地球温暖化防止ＰＲコーナー」 約700人 

環境セミナー 「気象災害から地球環境を考える」 110人 

やないクールステー

ション事業 
店舗等の一部を「暑さをしのぐ一時的な休憩所」として提供 42地点 

 

４ 河川海岸愛護 

身近な自然空間である河川と海岸の愛護の普及を図り、良好な環境の保全・創出について理解を

深められるよう、全国的に毎年７月を「河川愛護月間」及び「海岸愛護月間」と定めています。本

市においても、河川・海岸愛護運動の一環として市民、事業者、行政が協働し、河川・海岸の清掃

活動に取り組んでいます。 

近年、ペットボトルなどのプラスチックごみによる海洋汚染や生態系に及ぼす影響が指摘されて

います。本市の海岸にも多くのプラスチック等の海洋ごみが漂着していることから、海岸の清掃活

動を通じて、ペットボトルなどのプラスチック製品が海や自然環境に与えている影響を学習する体

験型の環境学習等を開催しました。 

 

第６－３表 河川海岸清掃の実績（令和６年度） 

地区 実施場所 延べ参加者数（人） 

伊陸 由宇川 16 

余田 土穂石川（堀川） 60 

伊保庄 伊保庄海岸 230 

阿月 阿月地区海岸 112 

大畠 大畠ふれあいビーチ 100 

 

第６－４表 体験型環境学習の開催状況（令和６年度） 

名称 開催場所 延べ参加者数（人） 

海洋ごみからきれいな平郡島をみんなの力で

守ろう！ 
平郡西（平郡島） 36 

 


